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推蘭者 中村憲政吉ん
(下之畢)

rA品与の峰に品はのぼり . )11辺小学校の校歌はこん

なフレーズで始まります.雄大な烏帽子の姿l立、子どもた

ちにとって身近な景色なんです.毛ム!ま千曲川のほどりから

見る烏帽子が心に残っていますJと推捕者の中村重止さん.

「小学生のころ、よく千曲川に魚を捕，)に行って、 111原石

の裏側を “さらげた"(さくった さがした)ものです.

フナやハヤ、ジンケン、時にはナマズも捕れましたね.そ

んな時、ふと顔をよげると維大な鳥帽子岳が見えるんです

よJ.それが印車に残っているため、建物が増えた自宅周

辺からではな〈、千曲川から眺めるのが好きなのだそうで

す. r今の子どもたちは、川とのつながりが簿くなってい
るようですね.子どもの時に親しんだ山や川の景色 1;1.都

会に出て行っても、ふるさとの思い出として心に残ってゆ

くはずです.そんな子ピもたちのためにも、千幽川や周り

の山並みはいつまでも美しくあってほ Lいですj と語る表

情に実顔がこぼれました.

liI ~ 
広幅うえ.1f.........・曲目白・山・・1
情積雪昆定・…・・・・・"'''0・...山町.7
保健ガイド・・・.... 咽"・・・・山・・14
徹宵うえだ・ ・・......・.......椅



(15.0%) 

出~同4日出に市讃会決算特別霊園会で

れました。

商工費

47・
3，199万伺
(10.5%) 

消防費
9健6.508万円 (2.1%)

教育費 44慣6.631万円 (9.9%)
公債費 70煽7，002万円 (15.7%)

I).!曹復旧. 6.207万円 (0.1%)

O 48{14.655万円 (10.5%)
35・5.685万円 (7.7%)
18・1.672万円 (3.9%)一般会計どは?

地方公共団体の酋通一般の

事業や仕事を行うための会計

を指します。

特別会計とは?

特定の事業を、特定の収入

でまかなっている会計を特別

会計といい、一般会計の裡入

歳出と区別して経理を行って

います。
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〈ロケ風鰻〉
さよなら、クロ
(北小学綬)

土木費 消防畳
空通安全施設整備事業・・ 4億7，201万円

市道新設改良事業 ・・・↑7億6)02万円

街路整備事業 ・・・・・・・・・4億6.765万円
都市公圏整備事業 ・・・ 3億6，311万円

市街地再開発恵車 ・・・ 1億 635万円

市営住宅建設事業 ・・・・・ 3億4，858万円

慣轟国分寺駅整備事量・ 6億4，078万円
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堀下小学世世舎等置軍事業

・・・・・2億7，262万円

酉小学校屋内運動場等改築事業

ー・・・・ー・4億7，639万円

教育局コンビュ タ盤備運営事聾

1~ 317万円

埋蔵文化財尭掘調査事業・・4，398万円

文化権買事業 ・目・・・・・・・・・・ 2，402万円

市鶴編さん事業 ・・ ・・・ ・・ 4，日99万円

市民の森スケート場改修事業

・ 1 ~ 648万円

災害復旧費
一睡綜水産業施設災害哩j日事業

〈ロケ風景〉
スパイーゾルゲ
(浦里小学佼)

企信州上回フィルムコミッション
ロケ宣媛活動がスタート
映画 ・ドラマ・ CMなどの鍬絡を支慢
するため、 ロケ地の情報艇i院や媛彩許可、
エキスト ラの手配などを行う 『信州上凶
フィルムコミヲンョンj が活動を湖始。
機影に関する問い合わせやロケ本数も増
えています。市民の皆さんがエキストラ
として織影に参加する取組も広がラてい
ます。

上回観光コンベンション協会負担金

(フィルムコミッション事業吉む)

・・・・・田・・・・・・・ 2，176方円

産学官連携宣揮施設整備事業

• 5億3，008万円
観光宣伝事業・・・・・・・・・・・・ 1，864万円

.. ‘ 
企しなの鉄道信漉圏分寺駅開業
地域の傍さんの裏盟によりiI!吸が進め
られていた 「しなの鉄道日書盟国分寺駅J
が開業しました。駅舎は木造平屋悠てで
エレペタや トイレ、スロ プを設置。
駅前には多目的広場や隊省者III駐車場な
ども設けられました。今年の八日宜縁日
には多くの乗降者でにぎわいました。

-・・・・ 2，344万円

公共土木施設出曹慣旧事業

-・ 3，863万円

1丘2，16 [2J 



水道事鍵

産院恵鍵

公共下水道事鍵

農業集落緋氷司匹鎌

・水道事業の高らまし.

給水人口(戸数) 102，245人 (39.737戸)
年間配水量 1，4田万5.599nf
建股改良司医幾 11健7田1万円

.産院事業の高らまし・

入院患者数 5.231人(延べ)
外来患者数 12.747人(括べ)
新生宛数 4田人

公営企業会計tt.l?

.公共下水道事業のあらまし・ .鹿業集落排水事業のあらまし.

公営企業会計も、特定の事

業を特定の収入でまか在って

いる会計ですが、他白書計と

は量って法律で設置が定めら

れていることと、経理方法が処理巨峰人口 57，140人(笛及"'46.9%)
処理巨峰戸叡 22.732戸(省普及率回2%)
処理匡舗内面積市内全5処理巨

処理臣犠人口 15.432人(音普及率12.7%)
処理巨援戸数 5.099戸〈宙普及率11，3%)
供用開始地区 対象18地区中

般会計や特別会計とは異在

ることなどから、他の会計と

区別されます。2加5.4ha(道修率59.0%) 供用開始地区15地E

決算額

黛入 l 続出
各事費震のあらまし事家名

一土地取得・. 5，338万円 5，187万円|土地取得状況 2件 (1，279.51川、 5，187万円〉

5.848万門 5，392万円|加入戸数 2.6心2戸

1・尻町万円I1腕 21市内|耐細目輔随時〈柵方向)

5，112万円
....~_ I 加入者数 '98，制5Á 見舞金支給状況 3.0脇万円 (47百件)
4，047万阿l

lテャイルドシ ト瞬入費補助状況 12'万岡引別件)
a881万円| 臥'49万円|延べ利用者数 '8，9崎白人 作噂工賃 2，284万同
78償 問円178値目84万円|彼保険者数 41，841人 αえ112世俗) 保険鎗付状況 41・8，69j万円{保険者負担)
叩町四万円|叩112，819万円|闘臨甜 18，4田人 醐醐開況 1崎町田万円(老人臨負担分〉

介E健保験.鍵
"-""，，，，-'::""，1篇1号後保険者敏 25.416人 保険蝿付金実況制値5.5田方向“・7，929巧肉 l“・7，702万円lI ~_"'~.'" ' ' 涯ベサー ビス受総省敵 25，946人

市街地再開発恵鍍131・6，518万阿|沼健巾581万円|布街地再開発......27・5録。万円

-一“一・・ 1 '.3.間万円11・3，112万円|駐蔵相延べ利用台滋 172，382台 使用料 1・2.09喝万円曜抽場使用料を含む)

ー般会計の

主な使いみち

市町村合併に関する市民意臨

アンケ ト調査'業・・・・・・・・ 34万円

上回市生活ガイドブック作成事業
.•••••.••••••••••.••••••• . 280万円

先進的情報通信システム

モデル都市網築司E業 ・ ・4，116万円

民生費
障害者入描サ ビス ・

ホームヘルパ-li¥遣事業 ・3.322万円

障害者福祉施陸連陸司区緩補助金

・・・ 3.0田万円

配食サービス事業 ・・・・・3.168万円

高齢者福祉施位建位司匹狼補助宣

・・・・・・・・・・・・・・3瞳4.440万円

介護保餓円滑軍官事業 .. 2.568万円

塩田中失樺育園帯転置第'業

・・・2檀9.547万円
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衛生費
人間ドッヲ横壷費用徳助金

・・・ 1.518万円

各種検監事業 ・・ ・・・ H@1.854万円

救急情報ネットワータシステム司区築

・・・・・・1.701万円
ごみ減量・再量語化対策事業

• •• 1億7.9))万円
ごみ処理事業 ・・・・・・・・・ 31・5.342万円

地元産のカラマツを使うた木造平蹴悠
ての闇合11、本のaくもりが感じられる
工夫がされています.また、段置を少な
くしたバリアフリーの設計や太陽光li!11l
システムも場入されています.

鎗働費
勤労者住宅建股量童融量預耗金

8.000万円

勤労者生活量金融量預証金
•• ••••••••• 2.500万円

勤労者追喰金共済機童補助金

・・1.518万円

.体水産集費
中山間地織直瞳主払事業・・1.763万円

体験実習曲等管理軍宮事業

・・ 8.744万円
ふるさと直道畢急整備事業 011西地区)

・・・・2億6.616万円

塩田西農村公圏整備事業

・・・・・2億7.034万円

神道盤備事業 ・・・・・・・・・・・・7.751万円

松くい虫防障対策事業 3億8.642万円

商工費
商工業撞興助成 ・・・・・・・・・・ 9.068万円

商工業団体酌成 ・・・・ ・・ 2.929万円

中小企集金融対策事量

・・・・・・・ 27億7.291万円



バランスシート
ものです。

このパランスシー トを作成することによって、

これまでに市がどれだけの仕事をしてきたか、そ

の蓄積を明らかにすることができます。

貸方
担金をどこからいくら集めたか

(賞金の嗣違状況)

【負債の部】

憧円(市民一人当たり)

‘E冨富司・
(1)地方憤 596.96 (489，500円)

(2)退職手当引当金 52.35 (42，900円)

固定負債合計 649.31 (532，400円)

-酉蓮司'
(1)翌年度慣運予定額 52.62 (43，100円)

流動負債合計 52.62 (43，100円)

負債合計 701.93 (575，500円)

【正味資産の部】

檀円(市民一人当たり}

国庫支出金 164.63 (135，日00円)

2 県支出金 78.87 (64，700円)

3 一般財源等 721.87 (591，900円)

正味量産合計 965，37 (791，600円)

負慣・正味資産合計 1，随7.30(1，謁7，1∞円)

会計、介護探検特別会計の事聾主計1<1吉まれまセん。
@市民1人あたりの童額{季、平成14年3月31日現在の
人口121.956人で劃り、端数調整をしてあります。
⑤土地を除く固定量産(軍屋 ・慣却量産など)は、園
町示した耐周年敢に基づいて減個慣却を行いました。
土地については取得時の価格で評価してあります。

ノ負債の部の状況
取得した資産 (財産)のために、これから支払わなければ

ならない将来的な財政負担の金額を示します。

負債の総額は約7日2億円で、そ白うち地方債(市町借金)

は約650億円 (翌年度慣連予定額約53億円を含む)となって

います。

市民 l人当たりの負債は約四万円です。

ノ正味資産の部の状況

取得した資産のために使ったお金の額 (将来に負担を残さ

ない質金)をあらわします。こ白中には、市税のほか、国庫

支出金 ・県支出金 (国や県から交付されるお金)も含まれま

す。

資産合計約1，661億円のうち、約965憧円を市税などで取得

したことになります。

一般企業では財務の安定性を判断する基準として 「自己資

本比率」が使われますが、これに相当するものとして「正味

賢産構成比率J(この比率が高いほど安定性が高くなります)
があります。

正味資産構成比車=正時資産ー資産総額x100=57.9% 
上回市田平成14年3月31日現在由正味資産構成比率は51.9

%となり、前年度より1.5ポイント上昇し改普がみられまし

た。

-普通建設事業に係る補助金、負担金の状況
地方公共団体では自ら所得する賢産のほかに、県や自治会

など諸団体に補助金や負担金として支出し、間接的に資産形

成が行われる場合があります。これらは、その団体由貿産と

なり、上田市白パランスシートには含まれませんが、税金な

どにより資産形成されたものですから、その状況を肥握して

おく必要があります。

上田市で昭和44年度から平成13年度までに諸団体由貿産形

成のために支出した補助金などの総額は約346億円で、主な

ものは土地改良事業(農道 ・水路など)江どの農林水産業費

関慌の約190億円、県事業 (県道改良など)負担金などD土

木費関保で約80億円、広域連告が行う施設整備(創造館、ク

リーンセンターなど)などとなっています。

・普通建盟事業に係る補助金、負担金の状況表

用 違 五E 額
総務 畳 間岳 12億5.000万円

民生 貴 闘晶 15億6，300万円

衛生 置 関保 10億2.600万円

腫林水産業置関部 190億4.300万円

商工 費関 岳 25億6，600万円

土木 置 関慌 60億7.600万円

そ の 他 叩1I7，600万円

| 問い合わせ/財政課 (ft23屯113)

1丘2.16 [4] 



資産の部の状況 ¥ 
」れまでに取帯した資産 (財産)の状況を示しています。

道路、公共施設などの 「有形固定資産J<Dほか、出資金、貸

付金など由権利や積立金、現金、未収金となっている税金な

どが含まれます。

資産自部では、総貰産約1，667億円のうち、有形固定置産

である土地、建物が約1，533億円で資産全体の約92%を占め、

残りのうち基金、出資金、貸付金などが約112億円、税金の

滞納などの未収金が約22億円となっています。

有形固定貰産を行政目的別に見ると、道路、公園などの整

備のための土木関係が約834億円 (有形固定資産全体の54.4

%)と最も多く、次いで小中学校などの建設費を含む教育関

慌の約380憧円 (同24.8%)となっています。

市民l人当たりの有車固定資産は、約126万円です。

目行政目的別の有形固定資産割合

".. (学綬修宵篇舘忽ど}
379偉6.400万刊
(24.8%) 

》バランスシートの前年度比較状況《
平成14年3月31日現在で、上岡市町普通会計の総量産は、

合計で約1.667億円となりました。前年度に比べ約79憧円の増

となりました。

負債は全体で約702億円、前年度に比べて約10億円四増、資

産と負憤の差額に当たる正味資産は約965億円で前年度に比べ

約69億円の増となりました。

・バランスシートの前年度比較状況表 ※( )内は前年度

【資産】 【負 債】

1有形固定量産 1固定負慣 649.31槽円
1.533.14檀円 (648.20檀円)
(1，463.04檀円) 2流動負慣 52.62惜円

2投量等 73.27惜円 (43.79檀円)
(67.4氾億円) 負壇合計 701.93億円

3流動量産 60.89槽円 (691.99檀円)

(57.57億円) 【正時資産】
資産合計 1，667.30檀円 965.37憶円

(1，588.09億円) (896.10惜円)
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筆震hEE上田市の
バランス γート(貸借対阻表)は、 「どのくらい

財産をもっているか?H財産を手に入れるために
どうやってお金を工面したかワ」などの財政状態

を示す一覧表で、民間企業などで用いられている

借方
お金を何にい〈ら使ったか

(資金田運用状況)

【資産の部】
檀円 (市民一人当たり)

1 'Il~lõIlE墨書
(1)総務費 25.39 

(2)民生置 60.02 

(3)衛生置 11.44 

(4)労働費 1.28 

(5)農林水産業費 152.34 

(6)商工費 60.04 

(7)土木量 833.79 

(8)消防費 4.97 

(9)教育量 379.64 

(10)その他 4.23 

有形固定量産合計 1，533.14

[うち土地] 697.77 

fWt!霊，
(1)投資および出量金 12.46

(2)貸付金 13.80 

(3)基金

投資等合計

1" 璽冨・
(1)現金・預金

(2)未収金

流動資産古計

47.01 

73.27 

38.58 

22.31 

60.89 

(20，800円)

(49，200円)

(9，400円)

(1.000円)

(124，900円)

(49，200円)

(683，700円)

(4，100円)

(311，300円)

(3，500円)

(1，257，100円)

(572，100円)

(10，200円)

(11，300円)

(38，600円)

(60，100円)

(31，600円)

(18，300円)

(49，900円)

資産合計 1，667.30 (1，謁7，100円)

五ラ亙玄ジード存扇正面基本語:

E国の全国的E統一基準により作成しています。
②作成の基準日を平成14年3月31日(平成13年度末)
とし、昭和44年度から平成13年度までの決算数値を
もとに作成しています。

~普通金計決算に基づく作成ですので、よ水道会計、
産院会計、公共下水道会計、贋業集落排水会計牢ど
の企業会計や国民健車保険特別会計、老人程健特別



市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

ー
う
え
だ
百
勇
士
委
員
会
の
提
言
に
回
答
し
ま
し
た
1

1
月
泊
目
側
、
市
は
、
『
う
え
だ
百
勇
士
委
員
会
」

対
す
る
回
答
を
、
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
昨
年
9
月
に
発
足
し
た
「
う
え
だ
百
勇
士
委
員
会
」
が
、
短
期
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
隊
で
熱
心
に
謹
聴
を
震
ね
て
い
た
だ
い
た
提
言
内
容
を
、
昨
年
刊
月
幻
自
酬

に
提
言
書
と
し
て
、
市
へ
提
出
し
た
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
た
提
言
は
、
観
光

・
教
育

・
福
祉
な
ど
た
い
へ
ん
幅
広
い
内
容
で
、
"
の
テ
ー

マ
、
刀
の
項
目
に
お
よ
ん
で
い
ま
し
た
。

回
答
に
あ
た
っ
て
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
委
員
の
皆
吉
ん
が
熱
心
に
か
つ
真
剣
に
議
論
し

て
い
た
だ
い
た
賜
物
で
高
っ
た
た
め
、
そ
の
患
い
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
瞳
尊
重
し
て
行
い
ま
し
た
。

回
答
を
受
け
取
っ
た
泉
会
長
は
、
『
回
答
書
は
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
経
過
が
読
み
取
れ
る
内
容
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
委
員
主
と
し

て
も
よ
く
内
容
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
再
度
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
市
民
自
皆
吉
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
、
生
活
者
起
点
に
立
ち
宰
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
市
民
が
目
的
を
共
有

し
、
連
携
・

協
働
を
し
な
が
ら
一
体
と
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

法
で
し
た
/

提
言
い
た
だ
い
た
竹
項
目
を
、

左
下

内
の

4
つ

(向
T
A叩
)
に
区
分
し
た
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
回
答
に
説
明
を
加
え
ま
し
た
。

回
答
の
内
訳
は
、

白
首
菩
が
お
項
目
、
自
商

事
が
6
項
目
、
命
首
害
が
幻
項
目
、
備
面
答
が

l
項
目
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
図
書
数
が
提

言
数
よ
り
多
い
の
は
、
一
つ
の
提
言
に
対
し
て
、

祖
数
の
回
答
を
し
た
も
の
が
あ
る
た
め
で
す
。

な
お
、
「@
」
回
答
の
よ
う
に
代
案
を
含
め

(
4
Z
E
E
-
泉
遣
さ
ん
)
か
ら
の
鍾
言
に

検
討
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
う

え
だ
百
勇
士
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ

き
ま
す
。

@

直
ち
に
施
策
と
し
て
実
施
可
能
な
も
の

及
び
既
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

@

来
年
度
の
施
置
と
し
て
予
算
計
上
を
検

討
し
て
い
る
も
の
。

@

今
桂
施
置
と
し
て
実
施
白
可
能
性
は
み
の

る
が
、
代
案
を
含
め
検
討
が
必
要
な
も
の
。

@

現
在
白
諸
制
度
か
ら
判
断
し
、
施
策
と

し
て
実
施
す
る
の
は
困
難
な
も
の
。

日成
句
漣
言
と
且
容
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
/

一
企
て
の
提
冨
と
回
答
は
、

市
の
ホ
l
ム
ぺ
l
一

万
に
拘
載
し
て
あ
同
ま
す
の
で
ご
世
く
だ
さ
い
川
一

歴
史
探
歩
コ
ー
ス

・
民

族
主
化
体
験
コ
ー
ス
草
ど

テ
l
マ
別
に
市
内
を
観
光
で
き
る
散

策

コ

ス

の
設
定
に
つ
い
て
。

一

現
在
、

「
戦
国
真
田
物
語
L

一
「蚕
都
」「
信
州
白
鎌
倉
」
コ

ス

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
寝
田
平
町
史
跡

を
巡
る
「
信
州
の
鎌
畠
」
コ
l
ス
は
、
た
い
へ

ん
好
評
で
す
。
そ
ば
打
ち
な
ど
が
体
験
で
き
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
る
コ
l
ス
作
り

な
ど
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
コ

l
ス
づ

く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。「

景
観
形
成
重
要
建
築

物
指
定
」
の
推
進
に
よ
る

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
つ
い
て
。

歴
史
的
建
造
物
自
保
存
に
つ
い

て
は
、
上
回
ら
し
い
景
観
形
成
重

要
建
築
物
の
指
定
に
向
け
た
候
補
選
定
の
た
め、

北
国
街
道
沿
い
・
上
州
街
道
沿
い
・
上
回
城
周

辺
か
ら
候
補
物
件
に
関
す
る
調
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

自
立
し
た
市
民
運
動
と

行
政
へ
の
参
画
の
た
め
、

「
上
田
市
人
材
B
A
N
K
」
の
設
置

に
つ
い
て。

[ 

[6] 

「人
材
B
A
N
K
」
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
や
市
民

団
体
を
調
査

・
登
録
し
、
そ
由
情
報
の
活
用
を

図
る
こ
と
は
、
市
の
活
性
化
や
市
民
と
の
情
報

の
共
有
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

15.2.16 

市
町
事
業
内
容
点
検
へ

の、

N
P
O
の
協
働
番
加

と
事
業
提
案
に
つ
い
て
。

N
P
O
の
協
働
参
加
に
つ
い
て

は
、
「
行
政
評
価
制
度
」
導
入
の

検
討
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で、

N
P
O
を

含
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
事
業
内
容

を
占
検
し
て
い
た
だ
く

「外
部
評
価
」
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
能
車
に
つ
い
て
は
、
懇
話
会
や

個
々
の
窓
口
担
当
課
と
の
話
し
合
い
の
中
で
ご

提
案
い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り
具
体
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

不
登
校
対
策
に
お
け
る
、

独
自
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
つ
い
て
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、

一

人
ひ
と
り
の
実
態
に
適
応
し
た
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
教
諭
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
で
構
成
す
る

会
議
の
な
か
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ

い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

企
画
課

(sn・5
1
1
2
)



、
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くりをいっしょに考えましょう!
市では、「生活者起点」を基本に、市民の立場に立った市政

運営を目指しています。

このたび、京都の大学が主催した「個性が輝くひと・まち・

文化」コンテストで、芝田広子さんの作品が、高校生世代の

部優秀賞に輝きましたのでご紹介します.この作品には、

「西上田駅の自由通路や駅前広場蜜備について、市といっしょ

に考え、指輸する主力、で感じえたものJが錨かれています。

司"I、 、



• 酌CiiL寝泊珪同時司=1

立候締届出が円滑に行われるように、慌のとおり

説明会を開催します。

・とき 3月20日備午附10時~

・ところ 市世所6階大会議室
・内容 立候繍手続き、選挙運動などに聞すること

.問い合わせ 選第官理委且会事萌局(窓23・5438)

長野県調会讃員一般選挙

4月13日(日)

上田市議会讃員一般選挙

4月27日(日)

催し上
回
寓
園
大
学
2
0
0
3

膏
休
み
麓
薗
セ
ミ
ナ
ー

メデ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

(
曾
掬

1
0
0
0
/
圃
羽

1
0
1
0)

地
域
白
マ
ン
ガ
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
成
す
る

「上
田
高
画
大
学
L

。
マ
ン
ガ
を
描
き

た
い
か
た
、
ア
ニ
メ
を
作
り
た
い
か

た
、
ど
う
ぞ
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
別
日
幽

1
同
却
日

日
・
問
お
日

ω午
前
9
時
別
分

1
午

後
5
時
の

4
日
間
コ

l
ス
(
学
生
で

n日
に
終
業
式
が
あ
る
か
た
は
、
午

前
中
欠
席
も
可
)
マ
と
こ
ろ

上

田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
、

上
田
市
技
稀
研
催
セ
ン
タ
マ
コ

ス

@

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
ガ
コ
l
ス
、

@
デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
コ
ー
ス
マ
参

加
料

5
0
0
0
円

(
4
日
間
白
昼

章
代
な
ど
も
含
む
)
マ
申
し
込
み

「
は
が
き
」
か
「
封
書
」
に
、
希

望
の
コ
l
ス
名
、
氏
名
、
性
別
、
住

• 市役所代表電話
!t22'41ω 所

、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

パ
ソ
コ
ン
経
験
年
数
、
セ
ミ
ナ
ー
へ

由
抱
負

・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
保

護
者
自
氏
名
(
印
)
を
明
記
し
、

3

月
日
日
開
[
必
着
]
ま
で
に
、
上
田

市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

上
田
高
画
大
学
2
0
0
3係
(
骨

3

8
6
1
2
1
1
上
田
市
下
之
郷
8

i
2
1
)
へ
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ン
ガ
コ
l
ス
希
望
者
の
み
、

B
4

白
用
紙
に
好
き
な
絵
を
l
枚
揃
い
て

挺
出
(
画
材
は
自
由
)
守
そ
の
他

当
日
は
上
田
駅

1
別
所
線
大
学
前

駅
1
会
場
の
無
料
送
迎
パ
ス
が
理
行
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

。
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
ガ
コ
ー
ス

プ
ロ
の
マ
ン
ガ
軍
白
指
導
で
、

1

i
2
ペ
ー
ジ
の
マ
ン
ガ
作
品
を
ベ
ン

捕
き
デ
ジ
タ
ル
彩
色
で
作
り
ま
す
。

マ
対
象
小
学
校
高
学
年
生
1
高

校

生

マ

定
員

初

名

マ
講
師

里
中
満
智
子
さ
ん
(
学
長
〕
、
志
賀

公
江
さ
ん
、
三
浦
み
つ
る
さ
ん

@
デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
コ
ー
ス

プ
ロ
の
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
イ
タ
目

指
導
で
、
日

i
却
秒
間
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
ま
す
。

マ
対
象
小
学
校
高
学
年
生

1
高

校

生

守

定
員

制
作
楽
ク
リ
エ
イ
ト

マ
講
師

10 
名

上
回
創
造
館

3
月
の
催
し

上
国
創
造
飽

宮田
・1
1
1
1/
圃
H

4
T
O
O
)

-
写
左
ま
ゆ
年
度
貰
コ
ン
テ
ス
ト

写
真
展

(入
場
照
料
)

マ
と
き

3
月
5
日
剛

1
同
日
日
出

午
前
9
時
1
午
佳
4
時
泊
分
(
日
日

は
午
桂
4
時
終
了
)

-
上
回
・
小
県
絵
手
紙
作
品
展

(入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
8
日
出
;
問
凶
日
側

午
前

9
時
1
午
桂
5
時

-
よ
小
地
域
水
墨
画
展

(入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
四
日
剛
6
3
同
部
日
制

午
前
9
時
1
午
桂
4
時
加
分
(
羽
田

は
午
桂
4
時
終
了
)

-
花
の
折
り
紙
展

(入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
四
日
刷

i
岡
部
日

卿
午
前
9
時
初
分
1
午
桂

4
時
加
分

マ
そ
の
他

期
間
中
午
後

I
時
1

3
時
、
「
折
り
紙
教
室
」
を
開
催

-
春
休
み
特
別
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

(初
心
者
向
き
)

マ
と
き

3
月
8
日
凶
・
同

9
日

間
午
桂
l
時
1
4時
初
八
万

(
2
日
間

コ
l
ス
)

マ
内
容

ワ
l
ド
と
エ

ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
簡
単
応
用
ま
で

マ
対
量

凶
歳
以
上
の
か
た

7

受
講
料

(テ
キ
ス
ト
代
吉
む
)

学

生
3
0
0
0
円
、
一
般
3
5
0
0円

t 

(
受
付

午
前
叩

“

不
用
品
白
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
白

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

マ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
マ
ン
ン
グ

ル
ベ
ッ
ド
マ
和
だ
ん
す
マ
整

理
だ
ん
す
マ
洋
服
だ
ん
す
マ

サ
イ
ド
ポ
!
ド
マ
室
内
自
転
車

(
健
康
器
具
)
マ
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
マ
ピ
ア
ノ
マ
オ
ル
ガ

ン
マ
車
い
す
マ
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
!
ト
〈
白
・

m
g

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ト
マ
ベ

ビ
ー
カ
ー
マ
テ
レ
ビ
マ
冷
蔵

庫
マ
全
自
動
洗
溜
機
マ
電
気

こ
た
つ
マ
炊
飯
器
マ
電
気
ポ
ッ

ト
マ
子
ど
も
用
自
転
車

V
ガ

ス
レ
ン
ジ
マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン

マ
室
内
用
鉄
棒
マ
学
生
服
マ

キ
ー
ボ
ー
ド
(
楽
器
)
マ
す
べ

り
台
マ
ブ
ラ
ン
コ
マ
カ

I
ナ

V
L
 マ

定
員

mm
名
(
定
貝
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
)
マ
申
し
込
み

3

月
l
目
白
ま
で
に
、
「
は
が
き
L

か

「
F
A
X
」
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
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.3月の極大ごみ回収目
3月15日出…クリーンセンター駐車場
回収時聞は午前10時~正午。処理費用(実質)がかかります.



母謹市長が市政に対する皆さんの

ご意見を直接E聴きし、「生活者起

点」の市政運営白書考にさせていた

だく「市民と市長の日」を開催しま

す。穆加を希望されるかたはE申し

込みください。

なE、滋員も同席させていただきます。

率直なご意見ぎ
かせてください

一

上
、
上
回
創
造
館
(
畢
3
8
6
1

1
0
2
上
田
市
上
田
原
1
6
4
0
)

「容
体
み
特
別
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

恥

3
0
7
係
」
あ
て
へ
(
創
造
館
窓

口
に
あ
る
専
用
用
紙
で
回
申
し
込
み

も
可
能
で
す
)

-
書
休
み
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

特
別
投
影

マ
と
き

3
月
幻
日
幽
i
同
凱
日

開
午
桂
l
時
泊
分
1
・
3
時
i
(
1

日
2
回
投
器
)
。
た
だ
し
、
祝
日
・

3月8日(柑

日
曜
日
は
、
午
前
日
時
1
・
午
後
1

時
却
分
1
・
3
時
i
(
l
日
3
回
投

影
)

マ
内
容

み
な
み
ち
ゃ
ん
の

宇
宙
旅
行
(
約
叫
分
)
マ
観
覧
料

大
人
2
6
0
円
、
高
校
生
以
上
白

学
生
2
1
0
円
、
小
中
学
生
1
1
0

円
、
小
学
生
未
満
無
料

3
月
3
日
仰
は
、
館
内
の
清
掃
白

た
め
臨
時
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

-とき 3月20日掛午桂3時-5時

.ところ 市長室 (市世所3階)

・封量 市内在住か在勤のかた (グループでも可)

.曹集人数 5人(組)

.!!I歓時間 1人(組〉につき20分程度

・eし込み
はがき・ FAX・電子メ ルのいずれかに必要事項を記入し、

まで L必惜]に申し込んでくださL、。
・必聖な記入事項

世所・氏名・年齢・職輩 ・電話番号 ・話したい内容 (市政に聞すること)

を記入して〈ださL、。なお、グループでの申し込みの場合は、参加入散と代

表者の住所 ・氏名などを配入してください。

・申し込み先

「はがきJ....，386.8601 上田市世所秘書諜内「市民と市長の日」係
rFAXJ 圏23・5111 上田市世所秘轡課内 「市民と市長の日」係

「電子メールJ アドレス hishoka@αty.ueda.nagano.jp(件名を、 「市民
と市長の臼申し込み」 としてくださL、)

-その他

応募者多量の場合は、抽選をさせていただく場合があります。開徹日の一

週間ほど前に、ゆし込みの結果を金且のかたにお知らせします。

圃問い合わせ 甜轡聾 (H22・4100圃11l2)

ms回
上
田
市
・
丸
平
酌
・

真
園
町
・
武
石
材
届
撞
Z
B震
直
閉
会

怪
惣
合
併
協
峨
会
寧
務
局

(
S
H
7
8
7
7
/
圃
剖
7
6
7
8
)

(mーヨ
皇
官
事
@
Z
@
旦
ぞ

E
a
Edago---U¥)

地
域
白
将
来
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ

に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ご
意
見
・
ご
質

問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
初
日
制
午
桂
l
時

加
分
3

マ
と
こ
ろ

任
意
合
併
協

議
会
事
務
局
事
務
所
(
上
岡
市
芳
田

1
8
1
7
1
2
)

マ
主
な
協
議
事

項
①
腕
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委

且
会
に
つ
い
て
②
新
市
将
来
構
想

策
定
委
員
会
開
儲
経
過
に
つ
い
て

③
今
桂
白
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

④
事
務
事
業

一
元
化
調
整
方

針
に
つ
い
て
マ
そ
の
他

協
議
会

は
公
開
と
し
、
傍
聴
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

地
域
産
業
の
更
な
る
飛
圏
在

A
R
E
C特
別
鶴
讃
会

上
図
市
産
学
官
連
携
蚕
媛
施
股
・

A
R
E
C

{
倉
町

4
3
7
7
)

マ
と
き

2
月
幻
日
間
午
後
2
時

卯
八
万

1
6
時

マ

と
こ
ろ

A
R
E

C
4
階

マ

内
容

①
樹
脂
成
形
型

研
究
会
特
別
講
演

「金
型
の
最
適
設

計
手
法
の
開
発
」

(午
桂
2
時
加
分

1
3
時
岨
分
/
講
師
岩
手
大
学
工

学
部
工
学
博
士
・
西
村
文
仁
さ
ん
)

②
新
製
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー

「感
性

を
覗
こ
う

1
私
的
感
性
概
論
」
(午

後
4
時
1
6
時
/
講
師
附
ミ
ザ
ッ

ク
ス
代
表
取
締
役
・
溝
部
達
司
さ
ん

マ
定
員

先

着

曲

名

マ

参
加
料

無
料

マ
申
し
込
み

F
A
X

(図
的品・

6
6
7
3
)
か
回
目
巴

(
ア
ド
レ
ス

E
E
O】
E
E⑤
E
E
o
o
Y

0
2
U)

に
、
会
社
名
・
氏
名
・
連

絡
先
を
記
入
白
上
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
地
域
セ
ン
タ
ー
岡
田
ま
で

食
の
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
/

消
量
生
語
教
室
・
消
費
量
扇
情
漬
金

生
若
環
筑
根
{
曾
目
・

5
T
2
0
)

上回消
費
援
活
セ
ン
タ
ー
{au
・8
5
1
7
)

「食
品
目
安
全
性
」
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

3
月
3
日
側
午
佳
l
時

羽
分
1
3
時
加
分
マ
と
こ

ろ

中

央
公
民
館
マ
内
容

講
演

「宜
品

目
安
全
性
に
関
す
る
知
識
」

マ
講

師

正
木
英
子
さ
ん

〔宜
品
科
学
広

報
セ
ン
タ
!
代
表
)

マ
受
講
料

無
料市

営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
際
(
雷
同

E
5
4
3
0
)

マ
募
集
期
間

3
月
3
日
側
i
同

叩
日
開
マ
募
集
団
地

内
堀
団
地

(新
築
)
ほ
か

[3
月
3
日
仰
に
公

蛮

〕

守

決
定
方
法

公
開
抽
選

マ
申
し
込
み
市
役
所
本
庁
舎
4
階

建
築
住
宅
課
へ

3月1Bltl ツルヤ大量底、マツヤ上関鹿
3~ 8自国西友秋湖底、西友三好町庖‘ Aコープコア塩固定
3月15町出 マツヤ上図インター庭、やおふく上堀庖
3月22日{お ジ，スコよ国庫、しおだ野シ温ヲピングセンター

-ウィークエンドリサイクル3月の日程
固曜時間隠午前10時~正午 {略国厳守).
uのびん、缶、古紙、古布が出せます.15.2.16 [9] 



上小地方事務所建築課(宮25・7142)
市都市計画課(823・5127)

墨田協定jが県知事からも認定
昨年、市長が認定した 「柳町まちづくり・畳観協定」について、 1月15日剛
県庁で石森秀会長が県知事からも認定審(第132号)の交付を畳けました(他
にも、県下6市町村から合計8団体が暫定)。

この結果、市では平成8年6月に認定(部品号)された「しなの木通りまち
づくり協議会」、平成13年 7月(第120号)に認定された「怖ノ木地区まちづ
くり協議会」の協定につづく、 3番目の認定となりました。

なお、上小地方事務所管内では、 7番目(他に丸子町 1・長門町1・東部町

2 )となり、県下では協定地区が137を世えています。

咽町まちづくり・

お知S1t任
期
付
鐸
用

m員
・

非
常
勤
職
員
を
募
集

総
務
個
師
嶋
員
係
(
宮
田

4
2
0
0圃
1
2
0
4
)

・
任
期
付
採
用
〔
育
児
休
業
代
替
)

聴
員
『
保
健
飾
・
管
理
栄
養
士
」

マ
応
募
資
格
・
採
用
方
法

選
考

試
験
に
よ
る
(
下
表
、
募
集
要
項
書

岡
山
マ
採
用
人
員
保
健
師
2
名
・

管
理
栄
聾
士
l
名

マ

就
業
場
所

健
康
福
祉
部
マ
就
業
期
間

4
月

l
日
か
ら
3
年
以
内
白
閥
(
育
児
体

業
の
代
替
期
間
)
マ
勤
務
条
件
・

給
与

①
週
間
勤
務
日
数

5
日

(
週
休
日
、
祝
日
法
に
よ
る
体
日
と

年
末
年
始
の
休
日
等
は
休
日
)
②

勤
務
時
間
午
前
8
時
加
分
1
午
後

5
時
日
分

(
8時
間
勤
務
)
③
社

会
保
険
長
野
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
に
加
入
④
給
与
上
田
市
給

与
条
例
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
給
料

月
額
は
、
日
万
5
6
0
0
円
(
新
卒

の
場
合
)
。
期
末
・
勤
勉
手
当
、
通

勤
手
当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、

時
間
外
勤
務
手
当
等
を
支
給
マ
提

出
書
類
①
畳
験
申
込
暫
(
総
務
課

で
交
付
)
②
履
歴
書
(
総
務
課
で

交
付
)
③
返
信
用
封
筒
(
印
円
切

手
貼
付
。
あ
て
名
を
記
入
)
④
保

ぐ

慨険週4時間0動務条件 4 t用人員S取得見にするマ応募書非動置常 匝鳳 彊 応募資格 院験科目 '̂.. 鏑 婁

層坦慌険、 l 人 保3す日(1平L昭鍵る日刈和師人成gま.<の3ので18生5年資に年ま裕取4れ月3得をで有月見! I I "，鼠)厳紙3験月日等日で・ 込 6日闘
の み 保健師 (2 )開蛤時閣
首盃 の(平成15 こ年取得月見 函接 2 本民午厳前に9碕応~募

月33l 士 性絡検査(1 )日本国人績を有し
""  由 昭和羽年4月2 ない

31就難期墓車場 む 格資を z z B謀議主主主主 ( 2 )地方条公各務員法第骨杜 日 ) 聾 菅 16 号のいずE を有する人 れ人かに骸当する

出必 申 書士管の健..盛期付採用 〈育児休業代笛)随員募集聾項.マ問所マで有会

に
加
入
③
賃
金
上
田
市
非
常
勤

職
員
取
扱
要
領
に
よ
り
支
給
マ
採

用
方
法

選
考
試
験
に
よ
る
マ
試

験
科
目

①
而
接
(
申
込
時
に
行
い

ま
す
)
②
適
性
検
査
(
申
込
時
に

行
い
ま
す
)
③
作
文
(
申
込
時
に
、

「
保
育
士
と
し
て
取
り
組
み
た
い
こ

と
L

と
題
し
た
、

4
0
0字
程
度
の

作
文
を
拠
出
)
マ
提
出
書

類

①

市
販
白
履
歴
暫
(
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
貼
付
)
②
作
文
〔
容
式

自
由
)
③
返
信
用
封
筒
(
削
円
切

手
貼
付
。
あ
て
名
を
記
入
)
④
保

育
土
白
免
許
証
白
写
し
か
資
格
取
得

見
込
甑
明
書
マ
申
し
込
み

2
月

初
日
剛
1
3月
l
日
出
午
前
9
時
1

午
桂
8
時
、
上
田
市
福
祉
会
館
l
階

へ21 

71|ij 
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
を
実
施

す
る
際
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
(
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
か
た
)

①
市
内
在
住
由

加
歳
以
上
叩
歳
未
満
の
か
た
で
、
調

査
に
熱
意
が
あ
る
健
康
な
か
た
②

責
任
を
持
っ
て
最
桂
ま
で
調
査
事
務

を
運
行
で
き
る
か
た
③
調
査
時
に

知
り
え
た
秘
密
の
慨
援
に
信
頼
の
お

L 

け
る
か
た
④
税
務
・
警
察
・
選
事

に
直
接
関
評
の
な
い
か
た
⑤
県
・

市
主
催
の
調
査
只
事
務
説
明
会
に
出

席
で
き
る
か
た
マ
任
期

4
月
l

日
1
平
成
口
年
3
月
白
日
マ
報
酬

統
計
調
査
の
種
類
に
よ
り
報
酬
白

額
は
異
な
り
ま
す
が
、
-
回
に
つ
き

お
お
む
ね

3
1
5万
円
程
度
を
予
定

マ
定
員
団
名
程
度
マ
申
し
込

み

3
月
5
日
附
ま
で
に
、
情
報
推

進
課
電
算
統
計
担
当
ヘ
マ
そ
の
他

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す

15.2.16 [10) 

市
で
は
、
消
費
者
が
正
し
い
計
量

知
識
を
身
に
つ
け
て
、
自
ら
の
生
活

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

商
品
目
目
方
自
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
任
期
委
嘱
白
日

(
5月
を
予

定
)
1来
年
l
月

別

日

マ
応
募
資

格
(
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
か

た
)

①
食
品
関
保
の
販
売
業
を
営

ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
携
わ
っ
て
い

な
い
か
た
②
昼
間
白
会
議

(
5月、

7
月
、
ー
月
を
予
定
)
に
可
能
な
限

り
出
席
で
き
る
か
た
マ
職
務
内
容

指
定
す
る
期
間
内

(
6月
と
日
月

を
予
定
)
に
購
入
し
た
商
品
白
目
方

を
計
勺
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す

マ
募
集
人
数
ロ
名
(
原
則
と
し

て
、
居
住
地
区
に
偏
り
が
な
い
よ
う



の相談

納期限2月28日也
・固定資産貌 4W1
・国民健康保険筏 8W1 

便利で確実な口座娠替のご利用を

受付は

生活環焼課
〔本庁舎1階〉

律相
(予約制)

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
マ
応
募
方

法

「
電
話
L

か
「
は
が
き
」
〔住

所

・
氏
名

〈
ふ
り
が
な
〉

・
電
話
番

号
を
記
入
)
で、

3
月
M
日
幽
ま
で

に
上
田
市
役
所
商
工
課
〈
事
3
8
6

8
6
0
1
上
田
市
大
手
l
l
U
l

M
)
 へ

弔
備
自
衛
賀
補
(
一
般
・
掠
量
曹

を
募
集

自
衛
隊
よ
図
募
集
事
務
扇
(
宮
担
・

5
2
6
7
)

マ
採
用
区
分
①
一
予
備
自
荷
官
補

(
一
般
)
②
予
備
自
荷
官
補
(
技

能
医
療
・
語
芋

・
車
荷
整
備
)

マ
憂
験
資
格
自
衛
官
未
経
験
者
で
、

①
は
国
歳
以
上
担
歳
未
満
白
か
た

社会福位協蹟会
(D27・8080)

相

児

人権・悩みごと相鮫

農地問題相談

相

子

政

信

n 

②
は
四
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
臼

1
日
歳
未
満
の
か
た
マ

申
込
期
限

4
月
日
日
幽
す
そ
の

他

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

の
処
遇
に
な
り
ま
す

学
童
保
育
所
は
、
共
働
き
家
庭
や

ひ
と
り
親
家
庭
江
ど
、
保
護
者
が
仕

事
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学

生
を
対
量
に
、
放
課
桂
や
休
校
日

(
日
曜
日
、
祝
日
等
を
除
く
)
に
専

門
白
指
導
員
が
適
切
な
遊
び
ゃ
生
活

の
場
を
与
え
、
児
童
四
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

社会福祉協暗会
(1!t22・3田2)

上回商工会機所
〔曾2・4500)

毎週月~金曜日
8 :30----17叩

毎遜月~金曜日
9 :00-16:00 

毎週月 ・火聞置目
9 :00-16凹

結

高齢者'建築相談

保衛 ・子育て相談
，.膚相叡)

市
で
は
、
次
の
学
童
保
育
所
の
運
営

委
員
会
に
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

聞
所
時
間
・
料
金
に
つ
い
て
は
、
各

学
童
保
育
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
童
保
育
所
を
利
用
し
た

い
か
た
は
、
児
童
保
育
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

号

23・6266

話所在地

中央北 2-9 -15 

学童保育所

太郎の家

26・朗09上野 2加5. 2 どんくり

23・8686中之条 519-4 トッ卜の家

25・曲69上国際 727-5 バッタの家

自
由
)
を
、
総
務
課
で
お
畳
け
し
ま

す
。マ
縦
覧
期
間

2
月
口
日
開
1
同

犯
日
働
平
前
9
時
1
午
栓
5時
(
土
・

日
曜
日
は
除
く
)
マ
縦
覧
場
所

市
役
所
3
階
総
務
課

25.9010 飯筋形 1276-6 たんまぽ

千
幽
川
洪
示
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

鳴
か
縦
覧
で
き
ま
す

総
務
隈

(
e
E
5
3
3
2
)

市
で
は
、
千
曲
川
が
洪
水
し
た
場

合
白
浸
水
状
況
と
避
難
情
報
を
掲
載

し
た
「
千
曲
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
沿
岸
自
治
会
の
皆

さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。
そ
白
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
備
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
縦

覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
中
に
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
閲
す
る
意
見
書
(
書
式

保育・子育て相談
〈蘭篠相談〉

!lij 
学校名 ・学年l名氏

.入選作品・
「ー~一一一一一ー一一lIi !!i 

無駄にはできぬ
選挙権

昨
年
日
月
に
募
集
し
た
、

い
選
挙
啓
発
標
語
」
に
は
、

1
2
0

点
と
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
白
標
語
が
入
選

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
標
語
は
、
明

る
い
選
挙
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「明
る

南小4年

:lt/J、5年
北小6年

jt小6年

jt小6年

府さん

若林美里さん

中村貴之さん

褐湾寛子さん

毘町美習さん

横島

'1)の目でみて
入れましょう

未来を決める
その原

動かす一家
あなたの心

使っていこう
選挙権

1丘2.16

一束も

一嘆は

考えてノ

世の中を

]
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1
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大田に



第23回上回合唱祭
中央公民館 (冒22・076ω

市内にある仰の合唱団体が一堂に会して合

唱祭を開催Lます。

皆さんも，C'あたたまる歌声をお棄しみくだ
さL、。
bとき 3月2日旧)午桂I時- 1>ところ
文化会館ホール b入場料無料 1>その
他 当日は金掛へ直接お越しください

よ
田
市
育
英
会
事
歳
時
隼
鹿

鍵
学
生
奮
尊
鰻
し
ま
す

敏
禽
総
務
関

{-un
・5
1
0
0
)

守
応
易
資
格

①
平
成
時
年
4
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
か
た
、

ま
た
は
平
成
同
年
4
月
l
日
現
在
、

高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た

②
平
成
時
年
4
月
l
日
現
在
、
市
内

に
6
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
か
た

③
本
金
以
外
の
育
英
会
な
ど
白
給

付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
マ
申
し

込
み
在
学
し
て
い
る
中
学
校
・
高

等
学
校
の
担
任
白
先
生
に
相
談
し
て
、

3
月
初
日
開
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ

マ
決
定
上
田
市
育
基
金
の
理
事

会
で
奨
学
生
を
決
定
し
ま
す

歯
車
程
圏
事
え
涯
ζ
ど
も
審
つ
り

実
胃
盤
頁
・
舗
書
室
開
管
事
蟻

生
還
学
留
慎
(
宮
田
・

5
3
0
4
)

5
月
5
日
開
に
上
回
域
跡
公
園
で

開
催
さ
れ
る
「
第
担
回
う
え
だ
こ
ど

も
ま
つ
り
」
の
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。ち
ら
し

・
ポ
ス
タ
ー
作
り
、
催
事

の
取
り
ま
と
め
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
江

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
ス

タ
ッ
フ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

• 
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
演

劇
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
当
日
催
事
と
し

て
害
加
希
望
の
団
体
も
募
集
し
ま
す
。

館
4
固

早
膏
弦
楽
園
量
嘆
の
タ
ベ

ー

川
西
公
民
館

(
g
n
E
0
0
4
)

毎
年
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
「
弦
楽
四
重
曹
の
タ
ベ
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

2
月
沼
田
幽
午
桂
7
時

1
日
時
同
八
万
マ
と
こ
ろ

川
西
公

民
館
大
ホ
l
ル
マ
「
川
西
カ
ル
テ
ッ

ト
」
メ
ン
バ
ー

第
1
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
加
藤
晃
さ
ん

(長
野
市
)

第

2
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
大
井
俊
恵
さ
ん

(
藤
之
木
)
ヴ
ィ
オ
ラ
寺
山
克

彦
さ
ん
〔
上
田
原
)
チ
ェ
ロ
寺

品
都
志
子
さ
ん
〈
上
田
原
)
マ
入

場
料
無
料

子
ど
も
と
い
勺
し
ょ
に
絵
本
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
一
三

親
子
で
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
購
座
日
程
(
講
座
内
容
は
い
ず

れ
も
同
じ
で
す
}

A

コ
!
ス

3

月
日
日

ω午
前
叩
時
初
分
1
・
問
団

日

ω午
前
加
時
初
分
1

B
コ
l
ス

3
月
四
日
制
午
前
叩
時
叩
八
万
1
・
同

公民館
館長(嘱託職員)を募集します

市内在住で公民館活動に熱意のある、満

50歳以上65蹴主満白かた
l名

4月l日から l年間(児斬あり)

蝋託

月額185.600円(ほかに通勤質を支給)
公民館事業白企画・運営

履歴書と「魅}Jある公民館活動」をテー

マにしたレポート (800字以上・書式内

由)を、 3月5~(水}までに教育委U会教

育総務課へ

1>選考方法 レポートおよび而接

b面接日時 3月11日開午前10時~

1>会 場上回市教育委U会2階第一会議室

b問い合わせ教育総軒課 (冒23・5100)

15.2.16 [12 ) 

1>応事資格

1>募集人数

1>任周期間

1>任用形態

b報酬
1>瞳積内容

b申し込み

四
日
剛
午
前

m時
初
1

マ
購
師

山
浦
美
幸
さ
ん
マ
隻
講

料

無

料

マ
定
員

A
-
B
コ
!
ス
各
M
組

(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み

2
月

初
日
刷
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
図
書

館
へrT 

回
の

E 

~L聞圃

江
戸
時
代
の
香
り
を
今
に
伝
え
る

壷
華
な
内
車
雌
(
草
保
雛

・
古
今
雛
)

を
中
心
と
し
た
展
車
生
で
す
。
昨
年

に
引
き
続
い
て
の
催
し
で
す
が
、
展

示
点
数
、
ス
ペ
ス
と
も
に
約
2
倍

に
増
や
し
ま
し
た
。
上
田
で
は
最
古

と
見
ら
れ
る
新
発
見
白
内
裏
雛
も
展

示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。
マ
と
き
開
催
中
1
4月
日
日
佃

(毎
週
水
曜
日
休
館
)
マ
と
こ
ろ

陣
物
館
マ
配
意
情
演
会

「江

戸
の
雛
祭
l
成
立
過
程
、
名
工
、
上

回
か
ら
の
再
瞳
肘
l
」
3
月
日
日
凶

午
桂
1
時
初
分
i
、
上
田
中
央
消
防

署

3
階

講

師

是

湾

博

昭

さ

ん

(
聖
徳
大
学
講
師
〉

マ
展
示
説
明

会

2
月
日
日
附
・

3
月
3
日
開
・

同
お
目
印
・

4
月
5
日
出
午
後
l
時

加
分
i
、
時
物
館
マ
そ
の
他
展

示
解
説
図
録

(8
0
0円
、
カ
ラ
ー

図
版
)
も
刊
行
し
ま
す



|又ポ刊rijJーン|
体育課~・"I，J，1JI

|スポーツ教室受講者募集 | 

1>注意①今年度も、昨年に引き続き諏訪形グラウ

ンドの受け付けは行いません ②電話での受け付けは

できません ③予約ンステム畳録者は利用者畳録誌を

お持ちください ④予約システムを使った電話・街頭

端末・インターネットでの申し込みは4月i日間 (4 

月分は3月28日幽〕から受け付けを開始します

.申し込みの制限について

-宜性ゴルフ教室 (膏期)

1>とき 4月9日-6月11目白水曜日(全10回コー

ス)午前9時30卦-11時30分 bところ グリーンヒ

ル神畑 1>対象 市内在住・在勤白女性 b定員 30

名 1>参加料 4.000円 1>申し込み 2月24日(月)-

3月10日l月)に害加料を添えて体育課へ 1>その他 日

程は変更になる可能性があります。申し込み時にご確

認ください。

|平成iIl1年度体育施設
使用申し込み受付を開始します

「河川敷
グラウンド

3月8日出午前9時~

重向ヨミ扇 問い合わせ役

.受付目時

施

昼間別立11月"日分まで
県省野潔場

今空手度から
ありません

昼町立11月30自分まで

8月末固までの3か月分

土・回 目祝日は
1団体月6固ま
で
( 1固は2時間)

8月末日までの3か月分

勤労者体育センタ 2階
(D26-0823 (市民体育館))

上回城跡公園肉体育施設、河川敷
グラウンド、染屋台クラウンド、
勤労者体育センター

市民の議公園 (ft23'0363)
(3月8自国'"勤労者体育セ
ンタ で受け付けをします)

多目的
グラウノド

市民の森公司

自然運動公園内
総合体育館、多目的クラウンド
室内多目的運動場

自然遅脚A薗箸理事務所
(tt3S.7195) 

古戦場公園内
県営野涼得、多目的グラウノド、
テニスコ ト、室内多目的運動
場

8月末固までの3か月分自然運動公置室
内多白的運動場

古殿場公園管理司区務所
(包22-0695)

L 

県
議
正
文

語
太
ぎ

う
た
と
コ
カ
リ
ナ
申
リ
サ
イ
タ
ル
圃
櫨

生
渥
学
習
慣
(
宮
田
・

5
1
0
2
)

舗
愉
国
文
化
創
造
祭

中
央
公
民
館

{
g
E

・0
7
6
0
)

中
央
公
民
館
で
は
、
今
年
も
文
化

創
造
祭
を
開
催
し
ま
す
。

お
お
ぜ
い
白
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
舞
台
発
表
{入
場
無
料
)

フ
ォ
!
ク
ン
ン
ガ
ー
で
あ
り
、
コ

カ
リ
ナ
由
要
で
有
名
な
上
田
市
出
身

白
皇
帝
坂
正
文
さ
ん
が
、
初
周
年
記
念

全
国
縦
断
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
ふ
る
さ

と
上
回
を
皮
切
り
に
開
始
し
ま
す
。

多
彩
な
演
婁
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
上

蜂
恒
彦
さ
ん
が
友
情
出
演
し
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
コ
カ
リ
ナ
合
奏
団

も
出
演
し
ま
す
。

-
リ
サ
イ
タ
ル

マ
と
き

3
月
却
日
出
午
佳
6
時

加
分
間
演
〈
午
桂
6
時
開
場
)
マ

と
こ
ろ

市
民
会
館
マ
ゲ
ス
ト

上
峰
恒
彦
さ
ん
す
入
場

料

一

般

3
0
0
0
円
、
子
ど
も
1
5
0
0
円、

家
族
券
4
0
0
0
円
(
当
日
は
5
0

0
円
増
し
で
す
)
チ
ケ
y
ト
は
市

内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
市
民
会
館
、
公

民
館
な
ど
で
発
売
中

マ
そ
の
他

託
児
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
(
予
約

が
必
要
で
す
)
マ
問
い
合
わ
せ

金

井

(
百
幻・

4
7
5
6
〉
、
桂
木

(
宮
市・
3
4
3
5
)

会場中央公民館3階大会議室

ヨガで元気に/

会場文化会館ホール

書風コンサ 卜

-
展
示
発
表

マ
と
き

2
月
幻
日
幽
i
同
お
日

間
午
前
9
時
1
午
桂
5
時
(
最
終
日

は
午
後
3
時
加
分
ま
で
)
マ
と
こ

ろ

中
央
公
民
館
ほ
か
マ
内
容

絵
画
、
版
画
、
水
墨
画
、
俳
画
、
写

真
、
切
り
絵
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶

芸
、
木
彫
、
川
柳
、
俳
句
、
書
道
、

拓
本
な
ど
の
作
品
ゃ
、
環
境
や
生
活

に
即
し
た
学
習
の
活
動
を
発
表
し
ま

す

マ
入
場
料

無
料

15.2.16 [ 13 J 



H E A L T H 

.r痴ほう」についての相談会
1>とき 3月5日嗣午桂l時10分-5時 1>ところ

市役所南庁舎 l階高齢者介謹諜1>定員若干名

1>相鮫担当 堀内静子さん (グループホーム 「せせら

吉」 ・有護相談室「せせらぎ」代表、元国立小諸療聾

所痴ほう性老人病棟刷船員) 1>申し込み 電話で高

齢者介l撞牒 ("23・5140)へ

-身体障害者のための助成制度
・腎臆機能障害のかたへの通院費用補助

(今年度後期分)

人工遺折田ため由通院費用の一部を補助します。

1>対象(次の要件にすべてE査当するかた) ①市内在
Hで、腎臓機能障害について身体障害者手帳l級の惣
定を受けているかた ②片道2km以上回距離を通院し

ているかた

.視覚障害のかたへの電気料補助 (今年度分)

火気の取り扱いが国難な視覚障w者自ために、電気
科目基本料を補助します。

b対象(次の要件にすべて骸当するかた) ①市内在
伎の生計中心者かその配偶者で、悦覚障害について身

体附将者手帳l級か2級の認定を畳けているかた ② 

;tt気契約容量が40アンベア以下である場合

・申し込み

希望者には、必要書類をお睡ししますので、 3月10

日開)までに福祉課へご連絡くださL、。なお、必要害額

は郵送もできます。詳しくは福祉課 ("23・5130)へ

・シニアリーダ一実践講座・
老人大学で学びませんか
(j)平成15年度長野県シニアリーダー実践構座

b対車 おおむね50歳以上のかたで、高齢者の社会書
加活動のリーダーとして活動する意欲のあるかた

②平成15年度長野県老人大学

b入学資格 おおむね60歳以上のかたで、学習意欲が
おう盛で、地域福祉のために積極的に活動できるかた

・申し込み ・問い合わせ

3月14日幽までに、 ①は上小地方事務所厚生課に畳

鱒願書を、②は市高齢者介護媒へ入学願書を提出して

くださb、。畳講・入学願轡はいずれも市役所、並殿 ・

塩凹 ・川西町各支所、各公民館、高齢者福祉センター、

上田市楠寿クラブ連合会にあります(①と②を同時に

畳携することはできません)。詳しくは、上小地方事

暗所厚生謀 (..25・7122)か、市高齢者介護軍 〔古23・

513))へ

G U D E 

-平成15年度に40歳になる皆さんヘ
40歳健診のご案内
曲き盛り白40歳ごろから生活習慣病の発病率が前く

なります。40歳という人生の節目白時期に健康や生活

習慣を見直す機会として、情料(大腸検量白容器代、

骨密度健診軒は除く)で畳診できる40歳健診を実施し

ています。

平成15年度に40歳になる皆さん (昭和38年4月l日

から昭和39年3月31日生まれのかた)を対量に、 2月

下旬から 3月にかけて、各地区の保健補導只が訪下唱し、

他陸自案内と無料受診柾をお届けし、各種健診の申込

;!1を取りまとめます。詳しくは、保健補導Rが配布す
る資料をご監くださL、。.... .... ..... ..... ...... ..... ..... .... ... .... ........ ....... . . 
.、.，.、.，.、.，.、.，.、.，.、.，.、.，.
!3月の昆幼児健康惨壷・教宣

1>畳付時間 ①現幼児健成睦査(4か月児・l歳6・
か月児・3謹児) 午後 l時-1時45分 ②2揖児教

宣 午後 l時-1時15分 [①、②とも畳付は午桂零時
四分から] 1>持ち物 ①乳幼児健康器査 母子健康

手帳、健康器査票(赤ちゃん手般の中にありますので

記入してお持ちくださも、。3躍児は自宅で現力・君事力

検査を実施して、桔操を記入してください〕、ハスタ

オル、おむつ、歯ブラシ(1峨6か月児)03揖児は、
尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2歳児教室 母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ
シ、コップ、おやつ代(出費)、おやつ用はし ・フォー

クなどとお皿 1>問い合わせ 健鹿推進課(百23・8244)

園保健センター(市役所南停書2階)

4か月

1歳6か月

3 歳

211児教室

圃塩田母子健康センター{趨園川西崎Eのかたのみ〉

l1編6か月 1 3月25日 13.7.16-9 .15 

・JII西社会福祉センター(縮図・111商鎗E閣かたのみ】

1 4か月 3月7日 14.10.16-11.15 
※温図 ・111西地区の2歳児役軍、 3歳児鍾鈴は4月に行
います。

-個別10か月児健惨(市内白書庇医積潤関}

l個別10か月 13月1日-31日 14.4.16-5 .15 

※"か月児鍵惨は、市内の聾庇医療棟闘で行っています.
なお対象者に"個別に通知します.詳しくは 健康
推進霞までお・ね〈ださい.
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・J

15.2.16 [14] 



家庭で大切に育てました

小学生がイワナ~稚
2月2日(8)，真田町田傍陽・水出で、小学生たちが

イワナの稚魚を放流しました。

今回参加したのは、市内の小学 1-6年生と、その

家族8組の皆さん。上小漁業協同組合のかたのご協力

により、昨年譲っていただいたイワナの卵2.000粒を、

各家庭で水の曽理をしながら育ててきました。その卵

がふ化して稚魚に成長したため、今回般流を行いまし

た。参加者の皆さんは稚魚の入ったバケツに川の氷を

入れ、徐々に川白木に慣らしてから般流をしました。

午前中に放流を行ったあと、場所を教育委員会に移

し、魚の成長を書家庭で記録した観察ノ トをもとに、

成長の様子を発表しあいました。

子ども会育成会と教育聾員会では、親子のふれあい

を放漏

と自然の大切さ在学んでもらいたいと願い、川に親し 企真割に説明を聞く書加者の皆吉ん

み学習する「続川組」と「河援隊」という事業を合同

で行っています。今回は、イワナの卵のふ化を通して

自然とのかかわりを親子で体験し、自然に対してでき

ることを考える機会として行いました。この事業は、

今後は直掻上田市内の川に般流したいということから、

イワナではなく、ウグイなどにかえて実施する予定で

います。

[15] 15.2.16 
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-受付会場 県営上田野球場
-※印は、公民館、指導者が独自で募集を行います。*印白人団金および金貨は、

募集会白際納入してください(お釣りのないようご用意くださt，)。

.指導者も同時に募集します 1

市民体育館柔道窃 30 なし

ラグビー 30 なし 合年4，凹O

新体操 25 肯1.0凹 毎月2.000咽'.''''

スキ |・ポール班18-20園、 l菅平高原スキー場lま制f 新中小学学2匁2写生生男女~ 30 16.0凹 年17.000
開

.ゲレンデ紐10-12回

() 
l バレー中ポ央ーJレ |毎週水曜16:00.......18:0日 i勤労者体育セJター! .，.とrEfkb'4E'v 25 なし 毎月2，000医閉.".

ゴルフ 1::侍 市内ゴルフ練習湖 高制'校』、す3:年匂生斗男エ女v 20 *7，000 信，、 a ム岱圏内

市内体育館ほか 小学。 1年生~高 50 貴5，000 毎月3，500~....m"件

30 なし 食年5，000
，--r V "'T'"--'..-月目

川辺小学校体育館 新~小白学内信1 年仲生間~ 20 1000 同庁聞， -" ，~唱町山 トU.VU

官長t皇国
l!I体図育西館小ほ学か校 新8 年小生学男，~女 30 肯1，000 毎月3，000tレーポール 17:30......19:30毎週土-

日17jlP..:::::J9:3P

F'C東上回 通毎年週日曜4......10月8:00......11:00 旧第中グラウンド 新小学1 2 |韮;id *3，000 食年 5，0加(サッ力一)
11~来年 3 月 9:00......11:30

5・6年生男女

亜毎年 新中小学雪3P年T年生生毘女~ 相後 市営相撲場ほか 50 なし 肯年1，0叩週日曜10:叩 ......12:00

-ートポーJレ 直年 at冬第期間中東グ小フ体ウンド 新中小学学3年3年生生女子~ 50 なし毎週日曙10:凹......12:00 育館)

通曹年司 a 泊 4戸曜.8:00......12:00 新小年学生4'" 乗馬 よ田馬術場〔浦里) 5 里女 10 肯3.000 毎月2.000

-水咽17:00......19:00

新中第(神小学五科学3中年・3に豊年生限廠生男る小女~ } 申込3先000中村|※パ上レ野がポ丘ル I小学毎生 上野が丘社会体育館 30 毎月1，000週土曜15:00-18:凹
(%t27・3285)

毎週

{幽冒且門司 _.山，-~

四 1-禽3醐 '1梓 10醐

γzンンャン
(サッカ ) 

清明小、西小、
一中、三中、
古戦場グラウンド

新小学1年笠~
中学3年生男女

問
掌
初
】

刊
に
活
隼
各

なし
毎月
'1、3まで2.000
小4以上3.000

l ・問い合わせ上田市スポーツ少年団事務局(長井・ ~22・ 0695)
吐三竺1

50 

1丘2.16[16] 



.') 

ー~-~乞苫~凡石E

圃合同募集会日時 3月2BI日)午前10時-11時
.原則として、定員になり次第締め切りとなりますが、いろいろなスポーツが選べ

ます。できるだけ第l希望、第2希望を決めて募集会へお越しください。

1.000 

肯毎月2.000

*毎月1.0田

「町A......-....L.:r:>::><. l
学1年生~

市民体育館簸欄 君主3年生男女 30 *1叩 ， "'"'，"'......，""，， ωl 
東小学校体育館 新中叩学子3年l平生工男女~ 30 1| *'000 1m'!ヰ IL，U山 、

新小学1年生~
南小学校体育館 中学3年生男女 20 肯1.0凹

合....!.山._.品
肯1，000

Fτ『 7園 、， a寸トー.」_707担、

豊殴小学校体育館 空公守ム空量二 回 *'醐

川四社会体育館 *'0叩

中塩田小学校体育館 昌仲田守 肯1，000

古戦場企厩コート

ソフトテニス 毎週日曜6凹-7:30 市営東庭球場 新学学 4 年生~ 11凹 | なし 1 *年5.000
日目軟式庭球) 1(4-10月) 中 3年生男女

目品回晶品守 h 田

甫民体育館
」 唱 。 UU'- ，ι山口 U口:....，.j

4

毎4毎毎1月月2週週週月!j土土~日11来曜限晦11月月年8E9K33凹3 0 0 ~ 1 0 凹 || (市4月営~西1庭1月瑚) | l l 
テニス ! ~月8:30 塩(田12室月内~運3動月場) .| 新4小年生学男2-女 30 ， 剖，000 毎月1，500

.......11:00 

少林寺拳洛 毎通年週月 金曜18:00.......19:30 月金 市市民民体体育育館館割続道技場場 新高小綬学3年1年生生男女~ |1 20 I 3.000 判官λ“一

4月00司 新小学1-
陸上競筏 事2• 4主事14:00.::..16:，00 市営穣よ賎筏場 6年生男女 i 60 1 *2，000 1 *年 2，000

5月~来年2月

ミ二詰51ツト I上塩毎国会雲場水曙18叩-19却 I よ塩図回 市中田民体育山館 I 桂昌長 1 1田 | なし | 同 10叩

毎函週場土咽16:00.......18:00 木曜は市同体'育p館

他に毎週木曜18:00.......20凹

1>~硬式野球 l 通年 古舟河川教 新小学 1 年生~ I
(上回リーグ) 毎士・日・祝日00.......12日日 グラウンド 中学2年生男女 40 

(少上年国硬南式リ野球グ 1 j盤E年面水 木曙17:00-19:00 日置‘機グラウンド 新中小学学1年1年生生男子-:; 1 30 
) 1革主 ・日ー祝日0.......12:00

円 -副 一一一一‘

4月-11月 上回高校 新小学4- I "'" .....， 
サッ力ー 第 1・2・3日曜9:30-11:30 第2グラウンド 6年生男女 !日 立し l 肯年5，000

合気温 通毎年週土彊18:30.......20:30 市民体育館柔道場 新高小校学3年4写生生男女v l 1251 1 なし l 1 毎月10凹

[17] 7丘2，76



2
司
法

「
育
生
年
に
有
害
な

社
会
環
境
排
除
県
民
連

県
で
は
毎
年
2
月
を
強
調
月
間
と

し
「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排

除
県
民
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

県
民
運
動
の
目
的

未
来
を
つ
く
る
た
く
ま
し
い
背
少

年
由
育
成
は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い

で
す
。
し
か
し
、

背
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
に
つ
い
て
は
、
心
身
と

も
に
発
述
孟
上
に
あ
る
背
才
与
に
と
っ

て
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

情
報
や
商
品
、
サ
ビ
ス
の
提
供
な

と
も
増
え
、
こ
れ
ら
は
青
山
ア
年
の
不

自
民
行
為
を
誘
発
・
助
長
し
や
す
く
、

青
少
年
白
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
有

害
な
環
境
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
有
害
な
社
会
環
境

に
つ
い
て
は
、
青
少
年
自
身
の
意
志

と
判
断
に
よ
る
対
応
が
基
本
と
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
、
地
域
社
会
ぐ
る

み
で
有
害
環
境
を
排
除
し
、
青
少
年

に
と
っ
て
好
ま
し
い
原
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
青
少
年
白
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、

「青
少
年
は
地
域
社
会

か
ら
は
く
く
む
」
と
い
う
観
占
に
立
つ

て
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
も
と
、
背
A
Y
年
の
た
め
の

よ
り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
県
民

総
〈
る
み
の
運
動
と
し
て
展
開
し
、

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
で
も
毎
年
こ
白
月

間
中
、
各
自
治
会
ご
と
に
選
任
さ
れ

て
い
る
少
年
補
導
垂
貝
を
中
心
に
、

地
域
の
青
少
年
育
成
関
係
者
も
参
加

し
て
、

H

環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
μ

や

二
日
補
導
活
動
μ

を
実
施
し
ま
す
。

市
民
自
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
活
動
は
地
域
ぐ
る
み
で

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
青
少
年

白
問
題
を
、
自
分
自
身
白
問
題
と
し

て
受
け
止
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境

浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
上
田
市
で
は

「
心
の
教
育

推
進
プ
ラ
ン
L

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
「
心
の
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」

子
ど
も
も
大
人
も
、
心
豊
か
に
過

ご
せ
る
上
田
市
を
創
る
た
め
に
は
、

大
人
は
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
尊
重

「

宝間
・』ー

し、

子
ど
も
た
ち
と
四
話
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
、

子
ど
も
白
声

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
心
を
聴
い
た
り
、

共
感
的
に
畳
容
し
な
が
ら
自
ら
の
考

え
を
積
極
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
成
長
を
見
守
り
、
理

解
し
合
う
関
慌
を
作
り
、

子
ど
も
を

支
え
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
い
わ
ば
、
大
人
自
身
が

い
い

H

生
き
方
H

を
し
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
お
手
本
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
上
田
市

で
は
、
県
教
育
吾
且
会
で
提
唱
し
て

い
る

「共
有
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
「
心
の
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

①
子

ど
も
白
人
権
を
守
る
運
動

②

「あ

い
さ
つ
運
動
」

③

汗
を
流
そ
う
運

動

④
ス
イ
ッ
チ
・
オ
フ
運
動

⑤

読
書
運
動
で
す
。
具
体
的
な
活
動
は

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
考

え
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

-っ
。豊

里君

山市鼎記怠揺からのお知らせ
山本鼎記念館 (622・2693)

1>講座内容

b定 員

1>受講料

1>申し込み

第Z園山串凧Jla置式賞展覧書{児童生健骨都}

1>とき凶暗中-2月23日(団午前9時~午桂5時

1>ところ上田市観光会館

1>内容長野県下白小・中・特殊学校児童生徒の版

画作品を展示

無料b入場料

1丘2.16[18J 

1>その他

1>入場料

山...鳳記禽館轟街穂宜(簿薗 ・*彫-

1>受精期間 4月-12月の毎月 l回(全8回〕

午前9時~午桂4時

下衰のとおり

20名 (先着順)

6000円
3月31日閉までに畳講料を添えて山本鼎

記念館へ

初心者白かたには道具を斡旋します

初乙者

木彫A修了者

木彫A

木彫B

第 38園よ小児童生徒臆面属覧香

炉とき開催中-2月23日旧)

午前8時30分~午桂5時 (水曜日体鯨)

山本鼎記念館

上回・小県地区白小・中・特殊学校児童生

徒白版画作品を展示

無料

1>ところ

1>内容
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市民c;)森

スケート場
開催

l月11日出、市民の森スケー卜場で 「スケー卜樹祭」

が開催され、 2.000人以上白かたが訪れました。

当日は、豚汁、わたあめサービス白他、パイプいす

に子どもたちが座って、それを押しながら走る 「パイ

プ押しゲ ム」や5種類の的に命中させる「ストライ

クゲーム」、ひらがはを貼り付けてリンクを滑るスタッ

フ申文字を読み、並び替える 「官業当てゲ ム」ゃ

「パン盆いゲーム」を楽しみました。

快哨のもと、スケ 卜場は一日中子どもたち白歓声

が響いていました。

『上田市誌』
編さんだより⑧

上田市域の弥生文化

上
田
市
域
に
は
、
今
ま
で
に
お
よ

そ

5
4
1
か
所
の
考
古
遺
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
弥
生

時
代
の
遺
跡
は
1
5
3か
所
あ
り
ま

す
。
こ
の
弥
生
遺
跡
は
、
単
独
で
発

見
さ
れ
る
も
白
は
わ
ず
か
で
、
大
部

分
が
他
四
時
代
の
遺
跡
と
重
臣
し
て

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
期

的
に
は
、
最
近
の
尭
掘
調
査
に
よ
っ

て
蹄
恕
さ
れ
た
弥
生
前
期
の
様
相
を

も
っ
土
器
が
出
土
し
た
2
遺
跡
と
数

か
所
の
中
期
遺
跡
白
ほ
か
は
、
ほ
と

ん
ど
が
弥
生
桂
期
に
属
す
遺
跡
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
白
弥
生
文
化
は
、

L-'pe' 

植
物
採
集
や
狩
猟
を
主
な
生
業
と
し

た
縄
文
時
代
か
ら
、
稲
を
栽
培
し
生

産
す
る
と
い
う
社
会
に
移
行
し
て
き

た
時
期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
ら
は
主
と
し
て
河
岸
段
丘
上

や
自
然
提
防
と
呼
ば
れ
る
徹
高
地
上

に
集
落
を
形
成
し
、
自
然
堤
防
白
背

-
9
s
l
」
'
E

佳
に
あ
る
後
骨
湿
地
と
呼
ば
れ
る
抵

湿
地
な
ど
で
水
田
耕
作
を
営
ん
で
い

ま
A
m
t
レ
ゃ
~
。

上
田
市
域
の
弥
生
遺
跡
は
、

市箆編吉ん室(fI25'9741)千
山

。川流域
の
河
岸
段
丘
上
や
塩

田
平
日
産
川
沿
い
な
ど
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

川
西
地
区
白
室
賀
川
や
浦
野

川
流
域
に
も
大
規
模
な
弥
生

集
落
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

千
曲
川
流
域
で
は
、
右
岸

の
信
州
大
字
繊
維
宇
都
周
辺

を
中
心
と
し
た
市
入
遺
跡
群

や
信
浪
国
分
寺
跡
一
帯
を
中

心
と
し
た
国
八
万
遺
跡
群
、
さ

ら
に
太
郎
山
麓
の
扇
状
地
に
あ
る
八

幡
裏
遺
跡
、
太
郎
山
南
麓
の
台
地
上

A
V
わ
だ
白
ら

に
あ
る
常
磐
城
白
上
平
遺
跡
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
岸
で

は
御
所
か
ら
中
之
条
に
か
け
て
の
自

然
堤
防
上
に
あ
る
千
曲
高
校
周
辺
の

遺
跡
群
や
上
田
原
段
丘
上
に
立
地
す

る
上
田
原
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
上
田
原
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生

桂
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て

レ
-
，
』
今
沼

田
竪
穴
住
居
跡
・
周
溝
墓
(
周
囲
に

溝
を
め
ぐ
-
り
し
た
基
)
主
脈
砂
(
穴

を
掘
っ
て
埋
葬
す
る
墓
)
・
木
棺
墓

な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
各
遺
構

王

国
こ

z
iろ
ど

4〈

か
ら
鉄
鉾
・
鉄
釧
・
銅
鍍
・
ガ
ラ
ス

小
王
や
北
陸
系
の
土
器
な
ど
、
他
の

弥
生
遺
跡
に
は
見
ら
れ
な
い
遺
構
や

遺
物
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
塩
田
平
田
弥
生
遺
跡
は
、
ほ
ほ
全

域
に
分
布
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
時
期

。活
[ 19] 

銅製医

上園田遺跡出土遺物

出製LR現Eのの下ら跡ど浦跡て的
土石.調弥世にがか野なのに
し銭?商法生蚕室 23ら川どもは
て・杯Zで後由貿軒は流が白弥
、石iL.確函岳i;JI[も、域知で生
ま包T鉢誓おのの検弥にら、後
す T:な 2竪鼻扇出生あれ枠?期
J ど.~穴遣状さ桂る土木占か

;42E書官官号宮喜:E謀長
己器証跡ら惇お竪塚宅や末
な類てがは置り穴置中和叶こ
ど、壁1最 72す、住跡王手でか
が磨a・近軒るさ居な吋遺け

第
自
国
配
本
予
定
で
帯
っ
た
歴
史

編
第
8
分
冊

「近
世
の
交
通
と
上
回

宿
」
が
、
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
回

第
9
回
配
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1丘2.16



文芸旬

品
目
作

数
一
甜

稿

一同
計

側
面
市

月

一
制

わ

今

一歌
帆

短

川

盤稿先/..381凹25上田市天神2-4-74
上田市教宵委員会「教育うえだ」悟

投稿方法/はがきに短歌 ・俳句 ・111酬の別を
明記し、氏名・自治会名 ・電話番号をご記入

のうえ首月18日必着で投かんしてください。

極
話究

富
士
山

室
賀

文

江

骨
ベ
刷
れ
し
も
の
聞
き
な
れ
し
吉
華
の

や
に
革
ら
す
幸
せ
し
み
じ
み
思
ふ

飢

日

尾

町

大

石

治

瑞
祥
の
祥
は
羊
が
っ
く
り
な
す
名
実
共

に
佼
さ
年
な
れ
と輔
が
丘
西

宮
津
幸
簡
略

ぬ

C

弟
よ
翼
を
休
め
事
り
な
さ
い
と
告
げ

L

呼
に
浪
ぬ
〈
え
ず
知
置
は
ま
し

下
紺
昆
町

小

島

寛

帰
り
車
ぬ
骨
悲
惨
い
る
あ
の
戦
争
わ
が

人
生
の
落
丁
な
り
さ
殿

城

竹

内

目

子

草
々
と
木
枯
し
世
け
ば
駒
摘
む
噛
野
に

埋
め

L
三
児
を
也
ぴ

評
今
月
は
秀
歌
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

活
者
詠

京
の

a
に
溢
れ
咲
き
ゐ
る
紅
梓
の
想
ひ

激
し
き
時
も
退
き
た
り。F
伺

北
大
手
町
中
曽
根
和
夫

焦
げ
つ
き
の
耕
を
分
け
告
ふ
ど
ん
ど
か
な

築

地

高

梨

け

さ

み

宰
水
は
い
つ
も
ト
走
。
万
年
骨
の
実

小

泉

木

村

シ

モ

官
の
よ
足
に
カ
を
入
れ
歩
〈

小

牧

片

岡

て

つ

峰
に
す
置
き
て
雪
国
完
点
す

材

木

町

大

谷

文

子

芽
を
抱
い
て
ひ
た
す
ら
事
黙
祐
本
立

常

盤

町

白

血

つ

な

一
人
居
や
輩
灯
ひ
と
つ
待
っ
て
お
り

草

地

貴

様

昭

夫

車
押
生
命
線
に
乗
せ
て
珪
く

田

所

竹

内

み

さ

お

小
峰
自
今
年
も
乎
均
寿
命
仲
ぴ

み
す
ず
台
竹
内
由
費
子

露
天
a
A
E
ア
ル
プ
ス
よ
り
の
m
A
S
丹
く

八

木

沢

田

中

久

子

去
作
に
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
め
く
水
位
か
な

神

醐

佐

藤

節

子

高
え
の
す
に
」
れ
つ
つ
鼻
帰
る

遺
書
時

普
光
寺
に
て

賓
調
車
は
外
停
を
坦
る
ば
か
り
が
な

川
柳

諏

訪

形

鷲

択

抗
晶
の
安
売
り
公
社
の
靖
卓
書

口
問
凶
山

下
紺
屋
町
小
品

決
断
へ
出
か
け
る
靴
の
軽
い
こ
と

緑
が
丘
北
小
富
山
町
子

大
仏
に
拡
が
れ
煩
悩
し
ず
み
ゆ
く

大
手
町

草

野

ま

つ

江

結
皐
論
だ
け
な
ら
官
、
屯
る
私
に
も

小

井

困

宮

下

道

順

燥
地
か
ら
珪
い
出
た
造
鳩
電
話
切
れ

畑

山

清

水

吉

子

景
え
よ
く
ど
ん
と
増
屯
る
は
チ
ラ
シ
の

み

中
村
内
久
綴
し
げ
子

帯
た
ち
の
枇
声
も
盛
る
北
い
膳

僻
夢
の
あ
る
句
を
望
み
ま
す
。

選
者
時

ス
ト
ブ
は
ブ
ジ
ラ
の
年
俸
拾
で
構
え

今
月
か
ら
川
柳
の
選
者
を
臣
川
南
月
先

生
〔
川
柳
六
文
銭
上
回
時
社
相
談
役
、

県
川
柳
作
家
連
盟
副
会
長
〉
に
務
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
益
子

搭
先
生
に
は
、

3
年
間
文
芸
欄
の
選
者

と
し
て
川
柳
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

聞
雄
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小

牧

官

品

正

車
方
の
宣
明
る
み
て
わ
れ
の
行
方
窮
め

得
ぬ
道
尚
踏
ま
ん
と
す

殿

被

背

木

杏

生

4
2防

r
e

事
ま
ら
ぬ
ま
ま
落
昔
す
る
椎
の
ご
と
吾

ら
し
く
生
き
む
き
ょ
う
喜
寿
を
屯
ふ

中

之

条

山

宮

孝

た
ま
ゆ
ら
の
‘酔
aを
見
つ
け
逆
く
執
を
松

川
議
に
暑
と
追
い
行
く

日
門
凶
口

下
耳
山
秋
山
千
桂
子

自

つ
む
り
て
今
回
を
悔
い
お
り
品
の
先

柚
子
請
の
柚
子
に
く
す
〈

b
れ
つ
つ

国

分

工
藤
じ
ゅ
ん

ぼ
ん
や
り
と
剣
山
出
向
。
和
き
し
め
て
保

木
さ
繰
ら
く
本
車
追
ひ
か
け

神

畑

小

林

夜

骨

子

お
華
を
け
ず
り
て
並
べ
ひ
そ
や
か
に
新

し
き
与
の
来
る
を
待
ち
た
り

材

木

町

大

番

文

子

可
愛
ら
し
き
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
な
れ

き
MV

ず
し
て
折
目
崩
さ
ぬ
性
と
い
」
も
の

小

泉

清

水

悦

興

事
と
な
る
常
を
摘
み
た
れ
ば
執
の
暗
に

や
は
肌
の
色
町
ん
す
る
林
倫
は

保

野

清

水

ゆ

き

子

久
、
星
の
潤
ん
で
え
る
そ
の
下
の
灯
と
も

す
ま
の
タ
舶
の
返
さ

矢
島

渚
男
選

臣
JlI 

南
月
選

寛

尼言言

中

野

本

木

冬
の
夜
や
ま
の
中
に
も
批
屯

保

野

清

水

ゆ

き

子

七
草
や
み
ん
な
品川
っ
て
し
ま
ひ
け
つ

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

演
歌
7
7
ト
シ
ャ
ン
ソ
ン
も
よ
し
枯
野
中

口
問
凶
凹

節
子

生

塚

添

原

柾

十
字
祭
は
ブ
リ
キ
の
手
製
聖
樹
、
点
く

常

関

連

藤

夙

子

進
外
に
闘
志
も
つ
も
り
夢
も
靖
く

新

田

小

林

師

三
朗

あ
か
さ
れ
に
吋
2

え
て
男
の
水
仕
事
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